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概要：近年，ブログの一種であるミニブログあるいはマイクロブログが注目されている．特に Twitter[1]

と呼ばれるサービスが注目されている．Twitterとは 140文字以内で自由につぶやくまたはつぶやき（以

下，ツイート）をすることができる短文投稿型のWebサービスである．単につぶやくだけでなく，他の

ユーザをフォローすることにより．フォローしたユーザのつぶかきがタイムライン上に表示され，それに

よってリアルタイムなコミュニケーションを行うことができる．そのため，他のユーザをフォローすると

いうことは有益なことであり，あるユーザに対し別のユーザを推薦するアルゴリズムの有用性検討，また

ユーザ推薦研究が盛んであり，ユーザを推薦することは有用である．

　本研究では，ユーザの行った公式・非公式リツイート（以下，リツイート）を潜在的な興味であると考え

た．しかし潜在的な興味が共通であるとはいえ，実際に趣味が合うかどうかは不明であるため，そのユー

ザの話題傾向をツイート上から分析し，潜在的かつ共通の話題の二つの指標を持ってあるユーザを推薦す

るアルゴリズムの提案を行った．
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1. はじめに

近年，ブログの一種であるミニブログあるいはマイクロ

ブログが注目されている．これらの利用者は短いテキスト

を容易に投稿可能であり，手軽に利用ができるなど利点が

あるなど日々ユーザ数が増加している．特に 2006年にア

メリカでサービスが始まった Twitter[1]が最も爆発的な成

長を見せており，こうしたサービスを支援する研究という

ものは有用ではないかと考えられる．そこで本研究では

ユーザ間のつながりであるフォロー関係を支援を目指す．

Twitterとは 2006年に始まった短文投稿型のWebサー

ビスである．140文字以内でリアルタイム且つ手軽に自由

に呟くことができるため，その時々の気分などにより手軽

に素早くツイートすることが可能である．また，他のユー

ザをフォローすることでフォローしたユーザのツイートが
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自分のタイムライン上に表示され，それによって会話のよ

うなコミュニケーションをリアルタイムに行うことができ

る．そのコミュニケーションにより有益な情報を得ること

ができたり，趣味の発信，何気ない会話からの議論の発展

などが広がるなど，単なるひとりごとのツールではなく，

コミュニケーションツールとしても重宝されており，近年

流行している [2]．

ユーザは他のユーザを自由にフォローすることができる

が，実際どのようなユーザをフォローすればよいか迷うこ

とがある．Twitter公式サイトや各種サービス，各種研究

においてユーザの検索，推薦するアルゴリズムはいくつか

提案されているが，どのようなユーザを推薦するか，目的

の段階で様々なアルゴリズムが存在するが，それらには問

題点疑問点があり，詳細は 2章 3章にて述べる．

そこで本研究では，ユーザが行ったリツイートに着目し

た，ユーザがあるツイートをリツイートすることは，リツ

イートされた元ツイートに潜在的な興味を持っているので

はないかと着目した，しかしリツイートだけでは潜在的な
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興味だけでなく，単純に面白半分などで広めたツイートも

含まれてしまい，ユーザの興味を探るには不十分である．

そのため，同じツイートをリツイートしたユーザの話題傾

向を分析することで話題が合うのではないかと予測し，リ

ツイートによる潜在的な興味と話題傾向を用いたアルゴリ

ズムを提案した．

2. 公式サイト・関連サービス

2.1 Twitter公式サイトにおける問題点

Twitter公式サイトにおいて，「フォロー情報等にもと基

づいたあなたへのおすすめユーザー」というものがある．

そこでは，図 1のように被推薦ユーザのフォローユーザが

フォローしている第三者のユーザが多くの場合において

推薦される．フォロワーのフォロワーなら比較的に親しい

と思われるが，例えば被推薦ユーザとそのフォローユーザ

は同じ学校の人間であるが，フォローユーザと推薦された

ユーザは近所の知り合いという場合も考えられ，コミュニ

ティが全く異なる可能性も考えられる．

また，上記の推薦以外に共通のフォロワーが居ないのに

も関わらず，推薦されるユーザというものが存在し，どの

ようなアルゴリズムでユーザを推薦しているか不明な部分

が存在している．一部では，別のユーザを閲覧するとその

閲覧されたユーザ側に「おすすめユーザー」として提示さ

れることや，ユーザの IPアドレス情報を元に近くにいる

ユーザを「おすすめユーザー」として提示している [3]な

ど，Twitter社においてもユーザ推薦への試行錯誤が行わ

れていることが分かる．

図 1 公式サイトにおけるおすすめユーザー一例

Fig. 1 Simplified diagram algorithm

2.2 Twitter公式アプリにおけるおすすめユーザ

iPhoneや Androidに向けて作られた Twitter専用アプ

リというものがあるが，それらが携帯内に登録されている

メールアドレスを勝手に検索をかけて「おすすめユーザー」

として提示している事が現在言われている [4]．

2.3 その他ユーザ検索サービス

ユーザを推薦するものではないが，きあったー，ツイナ

ビ，ツイプロフィールなどのユーザ検索するサービスが存在

する．これらは Twitterの基本的な情報以外に，キーワー

ドなどの情報を付加することが出来るものである．フォ

ローしたいユーザを検索するとき，キーワードとなる情報

を自分で入力し見つけるというものである．

3. 関連研究

3.1 Twitterにおけるリツイート経路を重ね合わせによ

るユーザ発見支援

太田らの研究では [5]，リツイートの伝搬経路を可視化

することで，同一の興味を持つユーザの発見支援をした．

オーバーラップグラフにおいて，2回以上登場しているユー

ザは，被推薦ユーザの知らないところで同じツイートをリ

ツイートしていることからこれらが潜在的なユーザとな

り，同じ興味を持っているということを直感的に発見でき

ると述べている．

実験結果から潜在的なユーザというものが同じ興味を

持っている可能性が高いことが判断されているが，ユーザ

のプロフィールなどでそこから確認しなければならないな

ど，経路を可視化しているだけでは情報が少ない事が報告

されている．

3.2 Twitter User Recommender ～Twitterのお気

に入り機能を用いたおすすめユーザ推薦システム～

渡部らの研究では [6]，従来の推薦システムはフォロー

関係を利用したものが多く，それらは 2 値表現でしかな

く，ユーザの評価度合を表現できないと述べている．そこ

で，Twitterのお気に入り機能について着目した．お気に

入りを用いることでフォロー関係で見えないユーザの評価

とし，評価の高いユーザを推薦するものである．

推薦ユーザ提示の流れとして，ユーザが推薦対象とした

い分野で評価の高いユーザを入力することで，そのユーザ

のお気に入り関係が取得され，そのユーザ群を推薦対象と

してチェックボックスで絞り込むものである．これによ

り，フォロー関係ではわからない局所的なコミュニティ内

で評価の高いユーザあるいは，推薦対象としたい分野に特

化したユーザ群を得られていることがあげられる．

3.3 コミュニケーションに着目した Twitter フォロー

ユーザ推薦

北村らの研究では [7]，既存の手法では,ユーザ間の関与

を考慮されておらず，趣味・嗜好の異なるユーザが推薦さ

れてしまう可能性があると述べ，ユーザ間に存在する「フォ

ロー」，「リプライ」の 2つを指標とし，それらを組み合わ

せて 2-hop先のユーザを推薦し，どれが一番推薦の度合が

高いか評価を行った．結果として，被推薦ユーザからリプ
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ライ・フォローの関係が最も推薦の度合が高いと確認する

ことができた．

いわば，友人の友人という関係を推薦する方式であり，

気が合うかどうかや興味の対象が一緒かどうか考慮されて

おらず，またユーザは比較的探しやすいことがあげられる．

4. 本研究における着目点

本研究では，リツイート情報と話題傾向を用いた推薦ア

ルゴリズムを提案する．それを実現する上での着眼点を述

べる．

4.1 ツイート

ツイートとは，ユーザのつぶやきの事を指し，ユーザは

140文字以内で自由につぶやくことができる．また文字だ

けではなく画像や動画も同時に投稿可能である．本研究で

はユーザのツイートから話題傾向の分析を行う．

4.2 リツイート

リツイートとは，RTとも呼ばれ，他ユーザのツイートを

そのままの形で自分がツイートを行うことができ，これに

よって情報の拡散を行うことができる．尚，リツイートに

は公式，非公式リツイートの 2種類があが，本研究では公

式リツイートを対象とする．以下図 2として公式リツイー

トの一例を提示する．本研究ではユーザの潜在的な興味が

リツイートに隠されているのではないかと考察する．

図 2 公式リツイートの一例

Fig. 2 Official Retweet Sample

4.3 ツイートの話題傾向

著者の過去の研究からツイート内にあるキーワード情報

単体では類似度が非常に下がってしまう．そこで，はてな

キーワードのカテゴリ [8]分類を利用する．単語レベルか

らカテゴリ分類を利用することで精度は落ちるが，大まか

な傾向を用いる．以下図 3として本研究で用いる 18のカ

テゴリを提示する．

図 3 はてなカテゴリ一覧

Fig. 3 Hatena Categole List

5. 提案アルゴリズム概要

提案アルゴリズムの説明として以下図 4の説明を行う．

図 4では，実線・一点破線・破線をそれぞれあるツイート

のリツイート経路として各ユーザに伝達している．はじめ

に被推薦ユーザのツイートを取得し，その中からリツイー

トを取得する．その後，被推薦ユーザがリツイートしてい

るツイートを同様にリツイートしているユーザを APIに

て取得し，ここで取得したユーザを推薦候補ユーザとし，

共通のリツイートを行っているユーザを降順に並べ，上位

ユーザのツイートを同様に取得する．

そして，その取得したツイートをはてなキーワードカテ

ゴリを組み込んだ形態素解析器にてユーザの話題傾向を

分析し，被推薦ユーザに対しても同様に形態素解析をかけ

る，個々の例では取得したユーザのツイート群から，料理・

アーティストの 2つが話題傾向として高いことがわかるた

め，このユーザはこれらの話題に興味を持っていることが

考えられる．そして，両者のカテゴリにおける類似度を計

算し，似ているユーザの推薦を行う．

6. 提案システム構成

6.1 ツイート取得部

はじめに，被推薦ユーザは本システムに OAuth認証を

することでログインする．その後，被推薦ユーザのツイー

トを一定数取得する．また，その中からリツイートも別途

抽出する．

6.2 推薦候補ユーザツイート取得部

リツイート取得部で取得したリツイートの元ツイートを

取得し，そのツイートを同様にリツイートしているユーザ

（推薦候補ユーザ）を取得する．

6.3 ツイート話題解析部

推薦候補ユーザのツイート取得部で取得したツイートに

対して形態素解析器にかけ，話題傾向を分析を行う．話題

傾向は第 4.3項で示した通り，形態素解析器の単語辞書に

はてなキーワード及び，はてなキーワードカテゴリを組み

合わせたものを利用し，カテゴリデータを話題傾向して取

得する．また，被推薦ユーザとのカテゴリにおける類似度

を計算部も設ける．
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図 4 提案アルゴリズム概要図

Fig. 4 Proposal algorithm schematic diagram

6.4 推薦ユーザ表示部

推薦ユーザ表示部では，被推薦ユーザとの共通リツイー

ト数と被推薦ユーザとの話題の類似度で推薦候補ユーザか

ら推薦ユーザを決定し提示する．

7. 今後の展開

今後の展開としてアルゴリズムの有用性の評価を行う．

そのためのシステムの構築を行い，完了しだい順次有用性

確認のための実験を行う．

8. おわりに

本研究では，ユーザの推薦アルゴリズムとして，ユーザ

の行ったリツイートを潜在的な興味の可能性と考え，同様

の興味をもつユーザを推薦対象とし，またそれにユーザの

話題傾向という分類を用いたユーザの類似度による似てい

るユーザを推薦するアルゴリズムを提案した．

今後，アルゴリズムの有用性確認のための実験を行い，

どのようなユーザに有用性があるか確認し，また推薦され

たユーザの傾向についても調査を行う．
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